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20181209 福島の森林･林業再生に向けたシンポジウム資料

福島県の森林・林業

福島県の森林の特色

� 森林面積は97万4千haで、県土の7割を占め、全国第4位の広さである。

� 人工林が約35％、天然林が約60％

� 国有林が42％、民有林が58％

� 民有林 ⇒ 公有林19％、私有林81％

広葉樹が約57％、針葉樹が約41％

【【【【福島県の森林面積（２０１７年度（Ｈ２９））福島県の森林面積（２０１７年度（Ｈ２９））福島県の森林面積（２０１７年度（Ｈ２９））福島県の森林面積（２０１７年度（Ｈ２９））】】】】 【【【【民有林の樹種別面積の割合（２０１７年度（Ｈ２９））民有林の樹種別面積の割合（２０１７年度（Ｈ２９））民有林の樹種別面積の割合（２０１７年度（Ｈ２９））民有林の樹種別面積の割合（２０１７年度（Ｈ２９））】】】】

資料：平成２９年福島県森林・林業統計書 資料：平成２９年福島県森林・林業統計書 １
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� 民有人工林の面積は20万7千haで、育成途上の45年生以下が34％

� 蓄積は、針葉樹104,311千m3、広葉樹213千m3

� 蓄積の大半はスギで約82％

福島県の森林・林業

森林資源（民有人工林の蓄積）

【【【【民有林人工林の樹種別蓄積（２０１７年度（Ｈ２９））民有林人工林の樹種別蓄積（２０１７年度（Ｈ２９））民有林人工林の樹種別蓄積（２０１７年度（Ｈ２９））民有林人工林の樹種別蓄積（２０１７年度（Ｈ２９））】】】】

資料：平成２９年福島県森林・林業統計書
２

人工林

蓄積

104,524

針葉樹 104,311

単位：千m3

スギ
86,167

ﾋﾉｷ・ｻﾜﾗ・ﾋﾊﾞ

2,691

ｱｶﾏﾂ・ｸﾛﾏﾂ

12,597

ｶﾗﾏﾂ
2,834

その他針葉樹21

広葉樹213

■■■■東日本東日本東日本東日本大震災大震災大震災大震災 ８４８箇所、８４８箇所、８４８箇所、８４８箇所、１６７億円１６７億円１６７億円１６７億円
○ 林業等被害 ７３５箇所、 ２４億円
○ 治山被害 １１３箇所、１４３億円
・ 津波被害
県内の海岸防災林（保安林）２６１haのうち、

約６割の１５５ｈａが流失。

■原子力■原子力■原子力■原子力発電所の発電所の発電所の発電所の事故事故事故事故 （県内図（県内図（県内図（県内図H23.8.28現在現在現在現在)

○ 放射線量０．２３μSv/h以上
約２６万５千ha（民有林の約５０％）

○ 山菜・野生きのこ等の出荷制限 など

■大震災の震度■大震災の震度■大震災の震度■大震災の震度 ■放射性物質による影響■放射性物質による影響■放射性物質による影響■放射性物質による影響（空間放射線量）

３

大震災と原発事故による森林・林業の被害

H23.8.28現在現在現在現在
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薪炭生産
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■林業産出額の推移■林業産出額の推移■林業産出額の推移■林業産出額の推移

大震災と原発事故等による森林・林業への影響

栽培きのこ生産額は、栽培きのこ生産額は、栽培きのこ生産額は、栽培きのこ生産額は、
大震災前から約４割減。大震災前から約４割減。大震災前から約４割減。大震災前から約４割減。

４
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▲
震災発生 資料：農林水産省「生産林業所得統計報告書」

空間線量率の分布

平成30年3月1日現在の換算値

会津、南会津はすべて
0.23µSv/h未満

帰還困難区域等
H29.4.1～

森林内の空間線量率は年々減少森林内の空間線量率は年々減少森林内の空間線量率は年々減少森林内の空間線量率は年々減少 ＜継続＜継続＜継続＜継続362362362362箇所＞箇所＞箇所＞箇所＞
○0.23µSv/h0.23µSv/h0.23µSv/h0.23µSv/h未満の区域の増加未満の区域の増加未満の区域の増加未満の区域の増加 42箇所12%(H23)12%(H23)12%(H23)12%(H23) →→→→ 226箇所 62%(H29)62%(H29)62%(H29)62%(H29)
○1.00µSv/h1.00µSv/h1.00µSv/h1.00µSv/h以上の以上の以上の以上の区域区域区域区域の減少の減少の減少の減少 127箇所35%(35%(35%(35%(H23)H23)H23)H23) →→→→ 2箇所 1%(1%(1%(1%(H29H29H29H29))))

放射性物質モニタリング放射性物質モニタリング放射性物質モニタリング放射性物質モニタリング

５
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放射性物質モニタリング放射性物質モニタリング放射性物質モニタリング放射性物質モニタリング 今後の空間線量率の分布予測

原発事故から原発事故から原発事故から原発事故から10101010年後年後年後年後

平成平成平成平成33333333年の予測年の予測年の予測年の予測

原発事故３０年後

避難指示区域周辺の一部を除き

0.1μSv/h以下に

原発事故から原発事故から原発事故から原発事故から22220000年後年後年後年後

平成平成平成平成44443333年の予測年の予測年の予測年の予測

※平成23年8月から継続調査を実施している３６２箇所に基づく予測値

(単位はμSv/h)

平成30年3月現在
（再掲）

原発事故10年後
平成33年3月現在

原発事故20年後
平成43年3月現在

原発事故30年後
平成53年3月現在

0.23 0.18 0.13 0.10

６

原発事故から原発事故から原発事故から原発事故から30303030年後年後年後年後

平成平成平成平成55553333年の予測年の予測年の予測年の予測

原発事故から原発事故から原発事故から原発事故から7777年後年後年後年後

H29H29H29H29年の結果年の結果年の結果年の結果

0.2 0.5 0.5

0.3

3.2

95.3

図中の「Ｃｓ」は放射性セシウムの略称
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樹木樹木樹木樹木ＣｓはＣｓはＣｓはＣｓは全体全体全体全体の４％程度の４％程度の４％程度の４％程度

⇒⇒⇒⇒ ＣｓＣｓＣｓＣｓが土壌にが土壌にが土壌にが土壌に移行移行移行移行

樹木Ｃｓは全体樹木Ｃｓは全体樹木Ｃｓは全体樹木Ｃｓは全体の２％の２％の２％の２％程度程度程度程度

⇒⇒⇒⇒ ＣｓＣｓＣｓＣｓが土壌にが土壌にが土壌にが土壌に移行移行移行移行
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ＣＣＣＣs
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土壌 落葉

H29

葉 樹皮枝

材

森林内森林内森林内森林内ののののＣｓの９０％以上が土壌（大部分は０Ｃｓの９０％以上が土壌（大部分は０Ｃｓの９０％以上が土壌（大部分は０Ｃｓの９０％以上が土壌（大部分は０～５～５～５～５cm）に分布）に分布）に分布）に分布

森林の放射性物質の動態変化森林の放射性物質の動態変化森林の放射性物質の動態変化森林の放射性物質の動態変化
（農林水産省H30.3公表、福島県林業研究センター協力）

７
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大震災と原発事故等による森林整備への影響

８
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▲
震災発生

水源林とし

ての機能
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水不足や
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の発生

土砂災害

防止機能
の低下

土砂流出、
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の生息区
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廃が加速
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の遅れ

山火事の
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森林資源

の有効活
用停滞

森林への

関心低下、
所得低下

荒廃森林の増加荒廃森林の増加荒廃森林の増加荒廃森林の増加、管、管、管、管理路網の荒廃理路網の荒廃理路網の荒廃理路網の荒廃

福島の森林の再生

土砂災害 病虫獣害拡大 山火事 手入れ不足

ふくしま森林再生事業

９
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１１１１ 事業目的事業目的事業目的事業目的
原発事故によって森林が広範囲に放射性物質で汚染されており、森林整備や林業生産活動が停滞し、

森林の有する水源かん養や山地災害防止等などの公益的機能が低下している。このため、間伐等の森林
施業と路網整備を一体的に実施し、森林の公益的機能を維持しながら放射性物質対策に取り組み、本県
の森林再生を図る。

２２２２ 対象区域対象区域対象区域対象区域 汚染状況重点調査地域等汚染状況重点調査地域等汚染状況重点調査地域等汚染状況重点調査地域等

３３３３ 事業主体事業主体事業主体事業主体 市町村等市町村等市町村等市町村等

４４４４ 事業内容と補助率事業内容と補助率事業内容と補助率事業内容と補助率
(1)(1)(1)(1) 放射性物質対策放射性物質対策放射性物質対策放射性物質対策 補助率補助率補助率補助率 ：：：： 定額（定額（定額（定額（10/1010/1010/1010/10））））

① 事業計画樹立等（全体計画、年度別、面積、事業費、同意取得等）
② 森林調査（空間線量率、資源、利活用、路網等）
③ 枝葉等処理（分別、粉砕、梱包、運搬、棚積み等）
④ 効果調査等

(2)   (2)   (2)   (2)   森林整備等森林整備等森林整備等森林整備等 補助率補助率補助率補助率 ：：：： ７２％（国５４％、県１８％）７２％（国５４％、県１８％）７２％（国５４％、県１８％）７２％（国５４％、県１８％）
※補助残額には「震災復興特別交付税措置」がある。

事業実施市町村事業実施市町村事業実施市町村事業実施市町村（（（（H30.9現在現在現在現在））））

広葉樹の更新伐

針葉樹の間伐

ふくしま森林再生事業

１０

木質バイオマス
発電

搬出 ・

利用

製材工場等出
荷

（復興住宅等利用）

森林森林森林森林再生再生再生再生エリアエリアエリアエリア

森林整備森林整備森林整備森林整備エリアエリアエリアエリア

森林除染エリア森林除染エリア森林除染エリア森林除染エリア

国国国国////市町村実施市町村実施市町村実施市町村実施

ふくしま森林再生事業実績

当事業創設からこれまでに４４市

町村森林整備約４，８８８ha、作業

道整備約５５９kmを実施しています。

１１
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○本県林業・木材産業の現状○本県林業・木材産業の現状○本県林業・木材産業の現状○本県林業・木材産業の現状
①H28の素材生産量は震災前とほぼ同様。

②H28の木材需要量は震災前以上に回復。

③バークの滞留量は産廃処理等が進み、減少傾向

○本県林業・木材産業の現状○本県林業・木材産業の現状○本県林業・木材産業の現状○本県林業・木材産業の現状
①本県は全国有数の林業・木材産業県

②素材（丸太）の生産量はスギやマツが多い。

③県南地域、いわき地域からの素材生産量が県内全

体の過半を占める。

項項項項 目目目目 数量（単位）数量（単位）数量（単位）数量（単位） 全国順位全国順位全国順位全国順位

森林蓄積量 207,477千ｍ3 ３

素材生産量(H28) 769千ｍ3 ８

生産量 8８千ｍ3

産量 ５６千ｍ3

生産量 ２９千ｍ3

生産量 15１千ｍ3

生産量 ２１３千ｍ3

生産量 2０１千ｍ3

生産量 3１千ｍ3

各管内の素材生産量（H28）

木材需給の動向

バーク滞留量の推移

「県産材の活用」に「県産材の活用」に「県産材の活用」に「県産材の活用」についてついてついてついて
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バーク滞留量の推移

バーク滞留量(千ｔ)

１２

県産材の安全・安心の確保

○木材製品には放射性物質を考慮した使用基準値は無い。製材品の表面線量調査を続けなが
ら、安全性を確認し、公表しております。

○製材工場等におけるバークの滞留は続いていたが、処理が進み滞留は解消しています。

【素材生産の制限】
帰還困難区域や居住制限区域に

おける営林活動、木材製品の出荷
は制限。

避難指示解除準備区域において
は、空間線量率に留意しながらの
活動が必要（<2.5μSv/h） 。県では
立木の濃度調査等を展開し、汚染
状況を確認。

【県による製材品の確認調査】
県産材を製材、出荷している

全工場において、県が定期的
に製材品の表面線量を測定。
専門家よりすべて安全である
との評価。
継続的な調査が必要。

<調査結果>

【木材団体による自主検査等】
県では、主な木材市場、製材

工場に検査機器を配備。
木材関係団体では、自主管

理基準値（1000cpm）を定め、
製材品等の自主検査を実施。

回数 工場数 検体数 最大値

28回 のべ 3,566 26,712本 92cpm

※92cpmは0.0031μSv/hに相当

【バークの滞留と対応】

製材の過程で発生するバークの多くは、畜産

農家や堆肥製造業者に引き取られていたが、原
発事故により、その多くが停止。

その後、産業廃棄物としての処理、仮置き場

の造成、ベーラーによる減容化などにより、
徐々に滞留の解消が進む。

○県の主な対応

・資金貸付による事業者負担
の軽減

・東京電力への混焼要請

ベーラーによるバークの圧縮

１３
（H24.3計測）
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■■■■ 里山再生モデル事業（概要）里山再生モデル事業（概要）里山再生モデル事業（概要）里山再生モデル事業（概要）

１１１１．目的．目的．目的．目的

モデル地区において、里山再生のための取組を総合的に推進、成果を対策に反映モデル地区において、里山再生のための取組を総合的に推進、成果を対策に反映モデル地区において、里山再生のための取組を総合的に推進、成果を対策に反映モデル地区において、里山再生のための取組を総合的に推進、成果を対策に反映

２２２２．モデル事業の対象．モデル事業の対象．モデル事業の対象．モデル事業の対象

避難指示区域等において、集落１０カ所程度を目途にモデル地区として選定避難指示区域等において、集落１０カ所程度を目途にモデル地区として選定避難指示区域等において、集落１０カ所程度を目途にモデル地区として選定避難指示区域等において、集落１０カ所程度を目途にモデル地区として選定

３３３３．事業の概要．事業の概要．事業の概要．事業の概要

モデル地区において、関係省庁の事業を組み合わせて実施モデル地区において、関係省庁の事業を組み合わせて実施モデル地区において、関係省庁の事業を組み合わせて実施モデル地区において、関係省庁の事業を組み合わせて実施

＜＜＜＜事業実施期間＞事業実施期間＞事業実施期間＞事業実施期間＞ ３年程度を目途（必要に応じて延長）３年程度を目途（必要に応じて延長）３年程度を目途（必要に応じて延長）３年程度を目途（必要に応じて延長）

＜連絡会議＞＜連絡会議＞＜連絡会議＞＜連絡会議＞ 関係省庁、福島県による連絡会議を設置関係省庁、福島県による連絡会議を設置関係省庁、福島県による連絡会議を設置関係省庁、福島県による連絡会議を設置

福島の森林・林業の再生に向けた総合的な取組

１４

■■■■ 里山再生モデル地区の選定里山再生モデル地区の選定里山再生モデル地区の選定里山再生モデル地区の選定

＜市町村の意向把握＞＜市町村の意向把握＞＜市町村の意向把握＞＜市町村の意向把握＞

◇浜通りを中心とした１７市町村を対象に、関係省庁が合同で、各市町村◇浜通りを中心とした１７市町村を対象に、関係省庁が合同で、各市町村◇浜通りを中心とした１７市町村を対象に、関係省庁が合同で、各市町村◇浜通りを中心とした１７市町村を対象に、関係省庁が合同で、各市町村

を個別訪問（を個別訪問（を個別訪問（を個別訪問（県は同行）し意向を確認。県は同行）し意向を確認。県は同行）し意向を確認。県は同行）し意向を確認。

＜＜＜＜現地調査等の実施＞現地調査等の実施＞現地調査等の実施＞現地調査等の実施＞

◇市町村の意向をもとに、個別打合せ及び現地調査を実施◇市町村の意向をもとに、個別打合せ及び現地調査を実施◇市町村の意向をもとに、個別打合せ及び現地調査を実施◇市町村の意向をもとに、個別打合せ及び現地調査を実施

・・・・関係関係関係関係省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（第３回省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（第３回省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（第３回省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（第３回））））

◇里山再生モデル事業◇里山再生モデル事業◇里山再生モデル事業◇里山再生モデル事業４地区４地区４地区４地区を選定。を選定。を選定。を選定。 （平成２８年９月６日）（平成２８年９月６日）（平成２８年９月６日）（平成２８年９月６日）

・・・・関係関係関係関係省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（第４回省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（第４回省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（第４回省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（第４回））））

◇里山再生モデル事業◇里山再生モデル事業◇里山再生モデル事業◇里山再生モデル事業６地区６地区６地区６地区を選定。を選定。を選定。を選定。 （平成２８年１２月２２日）（平成２８年１２月２２日）（平成２８年１２月２２日）（平成２８年１２月２２日）

・・・・関係省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（関係省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（関係省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（関係省庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄチーム会合（第５回第５回第５回第５回））））

◇里山再生モデル◇里山再生モデル◇里山再生モデル◇里山再生モデル事業事業事業事業４地区４地区４地区４地区を選定。を選定。を選定。を選定。 （（（（平成３０年３月２日平成３０年３月２日平成３０年３月２日平成３０年３月２日））））

福島の森林・林業の再生に向けた総合的な取組

１５
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福島の森林・林業の再生に向けた総合的な取組

広場の除染

散策道の除染

ほだ場の除染 広葉樹林の整備

竹林の整備

公共施設へ木質バイオマス
ボイラーを新設

放射線量マップの作成
個人線量の測定

里山再生モデル事業（１４市町村で実施中）

市町村名市町村名市町村名市町村名 地区選定地区選定地区選定地区選定 区域面積区域面積区域面積区域面積(ha) 市町村名市町村名市町村名市町村名 地区選定地区選定地区選定地区選定 区域面積区域面積区域面積区域面積(ha)

川俣町 H28.9.6 ２ 富岡町 H28.12.22 １０８

広野町 〃 １１ 浪江町 〃 ２５８

川内村 〃 １２ 飯舘村 〃 ８７

葛尾村 〃 ３３ 田村市 H30.3.2 ３７

相馬市 H28.12.22 ５６ 南相馬市 〃 ３９

二本松市 〃 ５４ 楢葉町 〃 １．８

伊達市 〃 ９５ 大熊町 〃 ５ １６

＜事業メニューの例＞

① 放射線量マップの作成、個人線量の測定

② 日常的に人が立ち入る森林の除染

③ 広葉樹林や竹林等の整備

④ 公民館等への木質バイオマスボイラーの設置

⑤ その他（自治体の要望に応じて検討）

福島の森林・林業の再生に向けた総合的な取組

１７

選定されたモデル地区選定されたモデル地区選定されたモデル地区選定されたモデル地区

太
平

洋
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19

防潮堤

ＴＰ ７．２m 

海岸保全区域海岸保全区域海岸保全区域海岸保全区域海岸防災林（保安林区域）海岸防災林（保安林区域）海岸防災林（保安林区域）海岸防災林（保安林区域） 林帯幅約２００ｍ林帯幅約２００ｍ林帯幅約２００ｍ林帯幅約２００ｍ

消波堤

地下水位から

３３３３ｍｍｍｍ程度の盛土

地下水位 ↑

管理道

太平洋太平洋太平洋太平洋

3.0ｍ

3.0ｍ

管理道

海岸海岸海岸海岸防災防災防災防災林の復旧（整備）について林の復旧（整備）について林の復旧（整備）について林の復旧（整備）について

■■■■ 海岸防災林の復旧方法海岸防災林の復旧方法海岸防災林の復旧方法海岸防災林の復旧方法

海岸防災林の復旧にあたっては、これまでの飛砂、潮害、風害防備などの災害防止機能に、津波エネルギーの減衰機

能や、津波漂流物の捕捉機能などを追加して整備しています。 ～県民の生命と財産を守る海岸防災林～～県民の生命と財産を守る海岸防災林～～県民の生命と財産を守る海岸防災林～～県民の生命と財産を守る海岸防災林～

（津波対策として林帯幅を概ね２００ｍ確保概ね２００ｍ確保概ね２００ｍ確保概ね２００ｍ確保し、地下水位から３ｍ程度の盛土３ｍ程度の盛土３ｍ程度の盛土３ｍ程度の盛土と、クロマツ等の植栽を行っています。）

全国初となる津波防災対策への取組全国初となる津波防災対策への取組全国初となる津波防災対策への取組全国初となる津波防災対策への取組

◇◇◇◇ 海岸防災林の復旧状況海岸防災林の復旧状況海岸防災林の復旧状況海岸防災林の復旧状況 （（（（原町原町原町原町地区地区地区地区））））

本県海岸線の１／４を整備。延長４０本県海岸線の１／４を整備。延長４０本県海岸線の１／４を整備。延長４０本県海岸線の１／４を整備。延長４０kmkmkmkmに渡り、林帯幅に渡り、林帯幅に渡り、林帯幅に渡り、林帯幅

をこれまでの約４倍をこれまでの約４倍をこれまでの約４倍をこれまでの約４倍 ２００ｍまで拡大し、６０６ｈａに及ぶ２００ｍまで拡大し、６０６ｈａに及ぶ２００ｍまで拡大し、６０６ｈａに及ぶ２００ｍまで拡大し、６０６ｈａに及ぶ

海岸防災林を整備しているところ。海岸防災林を整備しているところ。海岸防災林を整備しているところ。海岸防災林を整備しているところ。

静砂垣

防風柵

太平洋太平洋太平洋太平洋
防潮堤

管理道

多重多重多重多重防御防御防御防御 ：：：： 海岸防災林と防潮堤などによる津波被害の防止対策海岸防災林と防潮堤などによる津波被害の防止対策海岸防災林と防潮堤などによる津波被害の防止対策海岸防災林と防潮堤などによる津波被害の防止対策

１８

③原町地区

④小高地区

①相馬地区

②鹿島地区

⑨新舞子地区

未着手

着 手

完 了

海岸防災林

⑤浪江地区

⑥双葉地区

⑦富岡地区

⑧楢葉地区

全国植樹祭会場

①相馬地区（進捗率６３％） ②鹿島地区（進捗率８３％） ③原町地区（進捗率９４％）

④小高地区（進捗率５１％） ⑤浪江地区（進捗率４４％） ⑥双葉地区（進捗率３１％）

⑦富岡地区（進捗率 ６％） ⑧楢葉地区（進捗率４６％） ⑨新舞子地区（進捗率１００％）

◇ 地区別の進捗状況 （全体で９地区を整備、うち１地区が完了）（全体で９地区を整備、うち１地区が完了）（全体で９地区を整備、うち１地区が完了）（全体で９地区を整備、うち１地区が完了）◇◇◇◇ 地区別計画地区別計画地区別計画地区別計画

Ｈ26年度完了

（注）進捗率は、H３０．３現在の予算ベースで整理

海岸防災林復旧（整備）の進捗状況について海岸防災林復旧（整備）の進捗状況について海岸防災林復旧（整備）の進捗状況について海岸防災林復旧（整備）の進捗状況について

１９
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◇ 県民参加の森林（もり）づくり活動を推進します。

◇ 海岸防災林の復旧・再生や放射性物質の影響を受けた森林の再生を目指します。

◇ 大会開催を契機とし、本県の復興・発展を加速する原動力とします。

◇ 県内外の多くの方が参加できるようにします。

◇ 国内外からの支援に対する感謝と復興に向かって強く歩み続ける福島の姿を広く発信します。

開開開開 催催催催 理理理理 念念念念

○ 昭和45年５月、第21回大会を猪苗代町天鏡台において開催し、昭和天皇から津島マツのお手植えを賜りました。翌日には、 郡山市の県林業

試験場（現・県林業研究センター）において、飯豊スギの種子のお手播きを賜りました。

◎ 第６９回全国植樹祭は、 「育てよう育てよう育てよう育てよう 希望の森を希望の森を希望の森を希望の森を いのちの森をいのちの森をいのちの森をいのちの森を」 を大会テーマに、復興に向けて力強く歩みを続ける福島県民の姿や、

国内外から寄せられた温かい御支援への感謝の気持ち、そして 未来につなぐ希望の森林づくりを広く発信しました。

全国植樹祭 ４８年ぶりの開催!

第６９回全国植樹祭ふくしま第６９回全国植樹祭ふくしま第６９回全国植樹祭ふくしま第６９回全国植樹祭ふくしま2018201820182018についてについてについてについて 平成３０年６月１０日に開催しました。

○ プロローグ

◎ 式典行事

◇主催者あいさつ

◇表 彰

◇苗木の贈呈

◆天皇皇后両陛下による

「お手植え」「お手播き」

◇代表者記念植樹

◇エノキ植樹御覧

◇メインアトラクション

◇大会宣言

◇リレーセレモニー

○エピローグ

大会大会大会大会プログラムプログラムプログラムプログラム

－クロマツ－ －アカマツ－ － 飯豊スギ － － ベニシダレ －

※ お手植え樹種

天皇陛下：クロマツ、ケヤキ、スダジイ

皇后陛下：アカマツ、ﾔﾏｻﾞｸﾗ、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ

※ お手播き樹種

天皇陛下：津島マツ、飯豊スギ

皇后陛下：ベニシダレ、マルバシャリンバイ

◎ 式 典 会 場 南相馬市原町区雫(しどけ)地内

〔海岸防災林整備地〕

◇ サテライト会場 ふくしま県民の森（大玉村）

◇ Ｐ Ｒ 会 場 福島市･郡山市･白河市･会津若松市

◇ 関 連 事 業 第47回全国林業後継者大会（いわき市）

※式典参加者約８千人

（サテライト・ＰＲ会場を含めた当日参加者約14千人、

森林とのきずなづくり植樹リレー等の関連行事を含め

合計約49千人が参加）

大大大大 会会会会 会会会会 場場場場大大大大 会会会会 会会会会 場場場場
◎◎◎◎ 県民県民県民県民参加参加参加参加によるによるによるによる大会苗木大会苗木大会苗木大会苗木のののの育成育成育成育成
【苗木のスクールステイ・ホームステイ】

学校・企業・家庭で苗木を育てました。

〔小学校131、企業90、一般家庭73の参加）

◎◎◎◎ 森林森林森林森林とのとのとのとのきずなづくりきずなづくりきずなづくりきずなづくり植樹植樹植樹植樹リリリリレレレレーーーー
県内各地域の植樹活動を全国植樹祭までリレ

ー方式でつなぎました。

◎◎◎◎ 全国植樹祭支援全国植樹祭支援全国植樹祭支援全国植樹祭支援のののの森森森森
式典会場に隣接した海岸防災林において、一

定額以上の協賛者３３団体がクロマツの苗木を

植えました。また企業等の皆様から多くのご支

援をいただきました。

県民参加県民参加県民参加県民参加のののの森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり活動活動活動活動

◆◆◆◆第第第第６９６９６９６９回全国植樹祭回全国植樹祭回全国植樹祭回全国植樹祭ホームページホームページホームページホームページ

http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/syokujusai/

◆◆◆◆おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ

第６９回全国植樹祭福島県実行委員会事務局

℡０２４（５２１）８６２８

ふくしまからふくしまからふくしまからふくしまから発信発信発信発信するするするする森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり

千年に一度の大災害から復興した海岸防災

林を会場に、植樹活動による人と人とのつな

がり、ふるさとへの思い、未来への希望を、

国内外に発信する、被災地において初めての

大会。

大会大会大会大会コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト

多くの皆様の御支援、御協力ありがとうございました。多くの皆様の御支援、御協力ありがとうございました。多くの皆様の御支援、御協力ありがとうございました。多くの皆様の御支援、御協力ありがとうございました。

大会大会大会大会テーマソングテーマソングテーマソングテーマソング
福ある島（作詞/作曲/唄 GReeeeN）

２０

開催概要開催概要開催概要開催概要

１ 開催日時 平成３０年１１月４日（日） １０：００～１４：００

２ 開催場所 南相馬市鹿島区北海老地内（海岸防災林）

３ 実施主体 ふくしま植樹祭実行委員会

４ 参加者数 ３，０００人

５ 開催内容 ※南相馬市鎮魂復興市民植樹祭と同時開催

●開会式 （10:00～）

福島県知事挨拶、南相馬市長挨拶、市川海老蔵氏の紹介、

ゲスト紹介（ミス日本みどりの女神2018･2017）、記念植樹、記念撮影 ほか

●植樹活動 （10:30～）

クロマツ植樹（9,000本）・広葉樹植樹（18,000本） 計 27,000本植栽

●交流イベント （11:30～）

木工・丸太切り・薪割体験、県産品物販、豚汁・おにぎり無料配布、水・お茶の配布ほか

●閉 会 （14:00～)

未来を担う子どもたちに、美しいふるさとを継承するため、希望あふれる未来を担う子どもたちに、美しいふるさとを継承するため、希望あふれる未来を担う子どもたちに、美しいふるさとを継承するため、希望あふれる未来を担う子どもたちに、美しいふるさとを継承するため、希望あふれる未来未来未来未来への思いを苗木に込め、への思いを苗木に込め、への思いを苗木に込め、への思いを苗木に込め、

県内外の多くの方々との植樹活動を通じて創り出す希望の森林づくり県内外の多くの方々との植樹活動を通じて創り出す希望の森林づくり県内外の多くの方々との植樹活動を通じて創り出す希望の森林づくり県内外の多くの方々との植樹活動を通じて創り出す希望の森林づくり （「いのちを守る森」づくり（「いのちを守る森」づくり（「いのちを守る森」づくり（「いのちを守る森」づくり=ABMORI=ABMORI=ABMORI=ABMORI））））

により、福島との共感の輪を広げていきます。により、福島との共感の輪を広げていきます。により、福島との共感の輪を広げていきます。により、福島との共感の輪を広げていきます。

未来につなぐ希望の森林づくり未来につなぐ希望の森林づくり未来につなぐ希望の森林づくり未来につなぐ希望の森林づくり

も

り

海老蔵さんは、日本の美しさを後世に継承するために、長野県山ノ内町・志賀高原で森づくりを通じて、多くの人に森との関わりを創り出す、信州・志賀高原から始まる市川海老蔵 「いのちを守る森」づく

り＝ＡＢＭＯＲＩ の活動を行い、森の再生を呼びかけています。

ＡＢＭＯＲＩＡＢＭＯＲＩＡＢＭＯＲＩＡＢＭＯＲＩ エビモリエビモリエビモリエビモリ ～海老蔵の森～～海老蔵の森～～海老蔵の森～～海老蔵の森～ 信州・志賀高原から始まる市川海老蔵信州・志賀高原から始まる市川海老蔵信州・志賀高原から始まる市川海老蔵信州・志賀高原から始まる市川海老蔵 「いのちを守る森」づくり「いのちを守る森」づくり「いのちを守る森」づくり「いのちを守る森」づくり

もももも りりりり

も り

開催コンセプト開催コンセプト開催コンセプト開催コンセプト

第６９回全国植樹祭ふくしま２０１８の開催理念を引継ぐ、ふくしま植樹祭の第１回大会を開催しました。第６９回全国植樹祭ふくしま２０１８の開催理念を引継ぐ、ふくしま植樹祭の第１回大会を開催しました。第６９回全国植樹祭ふくしま２０１８の開催理念を引継ぐ、ふくしま植樹祭の第１回大会を開催しました。第６９回全国植樹祭ふくしま２０１８の開催理念を引継ぐ、ふくしま植樹祭の第１回大会を開催しました。

当日は、澄み切った秋晴れの空の下、歌舞伎俳優の市川海老蔵さんを始め、県内外から３，０００人の方々に参加いただき、海岸防災林に当日は、澄み切った秋晴れの空の下、歌舞伎俳優の市川海老蔵さんを始め、県内外から３，０００人の方々に参加いただき、海岸防災林に当日は、澄み切った秋晴れの空の下、歌舞伎俳優の市川海老蔵さんを始め、県内外から３，０００人の方々に参加いただき、海岸防災林に当日は、澄み切った秋晴れの空の下、歌舞伎俳優の市川海老蔵さんを始め、県内外から３，０００人の方々に参加いただき、海岸防災林に

２７，０００本の植樹を行い、未来につなぐ希望の森林づくりへの思いと復興に向けて歩み続ける福島の姿を広く発信しました。２７，０００本の植樹を行い、未来につなぐ希望の森林づくりへの思いと復興に向けて歩み続ける福島の姿を広く発信しました。２７，０００本の植樹を行い、未来につなぐ希望の森林づくりへの思いと復興に向けて歩み続ける福島の姿を広く発信しました。２７，０００本の植樹を行い、未来につなぐ希望の森林づくりへの思いと復興に向けて歩み続ける福島の姿を広く発信しました。

第１回ふくしま植樹祭を開催しました第１回ふくしま植樹祭を開催しました第１回ふくしま植樹祭を開催しました第１回ふくしま植樹祭を開催しました

も り

第１回ふくしま植樹祭～第１回ふくしま植樹祭～第１回ふくしま植樹祭～第１回ふくしま植樹祭～ABMORIABMORIABMORIABMORI～～～～ の開催についての開催についての開催についての開催について

２１
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同

木材製品の木材製品の木材製品の木材製品の
安定的な供給安定的な供給安定的な供給安定的な供給

森林の整備と再生（除染）森林の整備と再生（除染）森林の整備と再生（除染）森林の整備と再生（除染）

木造公共施設等木造公共施設等木造公共施設等木造公共施設等

木質バイオマス木質バイオマス木質バイオマス木質バイオマス

ストックストックストックストックヤードヤードヤードヤード

(コンテナ苗コンテナ苗コンテナ苗コンテナ苗)

（作業道整備）（作業道整備）（作業道整備）（作業道整備）

海岸防災林海岸防災林海岸防災林海岸防災林

特用林産物特用林産物特用林産物特用林産物

（きのこ）（きのこ）（きのこ）（きのこ）

高性能林業機械高性能林業機械高性能林業機械高性能林業機械

人材育成人材育成人材育成人材育成

自然観察自然観察自然観察自然観察

（全国植樹祭）（全国植樹祭）（全国植樹祭）（全国植樹祭）（津波の減衰効果）（津波の減衰効果）（津波の減衰効果）（津波の減衰効果）

木材加工流通施設木材加工流通施設木材加工流通施設木材加工流通施設

（応急仮設住宅）（応急仮設住宅）（応急仮設住宅）（応急仮設住宅）

（復興公営住宅）（復興公営住宅）（復興公営住宅）（復興公営住宅）

（（（（間伐間伐間伐間伐））））

（更新伐）（更新伐）（更新伐）（更新伐）

（燃料チップ）（燃料チップ）（燃料チップ）（燃料チップ）

(木材の木材の木材の木材のCs検査検査検査検査)

多面的機能の持続的な発揮多面的機能の持続的な発揮多面的機能の持続的な発揮多面的機能の持続的な発揮

(新たな製品開発）新たな製品開発）新たな製品開発）新たな製品開発）

（獣害対策）（獣害対策）（獣害対策）（獣害対策）

福島の森林・林業再生に向けて

～地域の活性化～

２２
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